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International Exchange Programs at the Faculty of Education 2025 

国際交流事業: 2025年度海外留学支援制度（協定派遣）          （担当：James Hall） 

 

長期派遣型＊ 

対象国：アメリカ、中国、台湾、タイ 

プログラム概要：いわて『Glocal』教育人材育成プログラム （中⾝を⾒るために
サイトでの登録が必要、下記のePortfolio をユーザー登録をしなくても観覧でき
る） 

https://eng.edu.iwate-u.ac.jp/ep/ 
 
NCC のePortfolio 例：https://eng.edu.iwate-u.ac.jp/ep/author/harukam/ 
⻄北⼤学のePortfolio 例：https://eng.edu.iwate-u.ac.jp/ep/author/mana2023 
 
派遣先： 
1． アメリカ：North Central College 
2． タイ：Siam University, Panyapiwat Institute of Management 
3． 中国：曲⾩師範⼤学、⻄北⼤学、寧波⼤学 
4． 台湾：⾼雄師範⼤学 
目標：グローバル・ローカルな観点から地域の課題の解決 
留学中：語学研修および専⾨知識の授業等を受けながら、設定した教育課題・地域の課題に関連する情報収集、

現状視察、意⾒交換等を⾏う。 

 

短期派遣型＊ 
1．Puean Program： 英語・⽇本語・数学・理科教育実習 
プログラム概要：https://pls.edu.iwate-u.ac.jp/2388 
学⽣のePortolio: https://pls.edu.iwate-u.ac.jp/author/yunas2 
対象学年：２〜４年 
実習校: 英語・⽇本語教育実習（Wat Nuannoradit 学校、Satri Wat Absornsawan

学校）数学・理科教育実習(Panyapiwat 経営⼤学の附属中等学校） 
 

スケジュール 

６⽉５⽇の１２：２０：説明会 
７⽉４⽇：応募の締め切り 
７⽉１８⽇：結果通知 
１０⽉１⽇：⽇程決着、航空券の購⼊ 

   １⽉４⽇〜１⽉１５⽇：教育実習 
 
＊ゴールデンウイーク明け、国際教育センターの「留学説明会」で、ホールが⻑期派遣型・短期派遣型の留学プ

ログラムを説明する。 

 

2. ⽇本語教育実習（サイアム⼤学） 

科目「日本語教育実習」 担当：竹田晃子（教育学部） 
� 『履修の⼿引き』を参照してください。教育学部p.Ⅳ-67「日本語教育副専攻科目について」、⼈社p.Ⅲ-50 
� 右上の Puean Program とは別の授業科⽬です（1 単位）。              「日本語教員養

成」 
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� 副専攻単位履修証明書の取得に必要な教壇実習を、海外協定⼤学で実施しています。（例年、中国・寧波⼤学
5〜8 名、タイ・サイアム⼤学2 名。旅費は個⼈負担、⼀定の成績以上の学⽣に奨学⾦の⽤意がある） 

� 参加前に、『履修の⼿引き』掲載の必修科⽬の履修が必要。参加対象、2 年⽣以上。 
スケジュール 

� 10 ⽉：「⽇本語教育実習」の説明会に参加、「⽇本語教育実習事前指導」「⽇本語教育実習」履修登録。 
� 12 ⽉〜2 ⽉：「⽇本語教育実習事前指導」を履修。3 ⽉：海外協定⼤学で2週間の「⽇本語教育実習」を⾏

う。 
� 卒業時：単位に応じて「⽇本語教育副専攻単位修得証明書」授与。国家資格の受験資格になる。 

 

3. 実地研究（中国 ⻄安市、洛陽市） 

科目「漢文学実地研究」 担当：金鑫（教育学部） 

� ５泊６⽇程度の滞在型の実地研究です（授業科⽬、２単位）。 
� 漢⽂学の舞台を実地踏査することで、漢⽂学の表現・思想および⽇本とのつながりを検討します。事前にい

くつかの⽬的地を設定し、履修者と相談しながら決定します。（2024 年度は⻄安と洛陽を訪れました。旅費は
個⼈負担、⼀定の成績以上の学⽣には補助⾦の⽀給があります） 

� 参加対象、１〜３年⽣。 
 

スケジュール 

� 12 ⽉〜２⽉：「漢⽂学実地研究」の説明会に参加し、履修登録。 
� ２⽉：⽬的地に関する漢⽂学遺跡の資料調査を⾏い、「実地研究資料」を作成・発表。 
� ３⽉：⼀週間程度の実地研究（昨年度は3 ⽉14 ⽇〜3 ⽉20 ⽇）。教員が引率するが、現地では受講⽣のな

かの現地担当者が「実地研究資料」をもとに案内・説明を⾏います。帰国後、報告レポートを作成・提出。 
 
4. 国際教育センターの事業:  

 
岩⼿⼤学での国際交流事業 

(事業例) 
1. スターリング⼤学（スコットランド）の⼤学院⽣による講義 （実施予定） 
2. スクール・インターンシップ・プログラム（英語インターンシッププログラムA・Bを履修） 
3. Global Village (https://iuic.iwate-u.ac.jp/gv/event/) 

 


